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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 青少年委員 所
管

教育委員会

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

昭和

青少年・スポーツ課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

条例・規則

なし

258

２５年度

　

青少年の健全育成や青少年の余暇善導、官公署・学校及び青少年団体相互との連携、青少年団体の育成等、青少年教育
の振興を目的とする。

（回）主催事業実施数・協力事業参加数

193

6

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

東京都台東区青少年委員の設置に関する規則

　

[終了予定]

なし

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

青少年委員は、地区委員会・小中ＰＴＡから推薦された方を２年の任期で委嘱した非常勤職員で、青少年育成地区委員会事
業への参画や地域の青少年団体指導育成等の任に就いている。青少年委員が活動を円滑に行なえるよう、協議会、役員
会、各種委員会、地区懇談会を開催するとともに、青少年委員協議会主催の自主事業や研修等を行っている。

（人）

 [施　　策]

青少年委員　３７名

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

5

300

5

195

4

なし

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

青少年委員が円滑に活動できているため、現状の運営方法で効果を得ている。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 9,674 11,133 11,084

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

青少年教育の振興のため、学校や地域からの推薦を受けている青少年委員は、その特性を活かしながら地
域に根ざした活動を数多く行っており、必要性は高い。

維持

評
価
結
果

当初ブロック毎６回開催する予定であったが、全体で１回の開催となったため、参加者が減少した。

3 自主事業だけでなく、青少年育成地区委員会などの事業にも積極的に取り組み、また新成人を祝う会などの
協力事業を支援しており、現状の運営方法は有効である。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

青少年健全育成のためには地域の力は必要であり、その地域と行政とのパイプ役を担う青少
年委員の活動を確保するため、今後も同程度の事業規模を維持したい。

次期委員の推薦依頼時の資料を見直し、推薦団体へ青少年委員の役割や事業内容等についての理解しやすいよう
にした。

目的達成度 2

必要性

10,369

917 715

0

11,133 11,084

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

0

0 0

0

4,468 4,266

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

地区懇談会参加者数

指標の名称

10,216

0

9,674

　決算額　　(単位：千円) 4,273

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

8,936

738

0

0

0


